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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： グラフェンメソスポンジの社会実装に向けた研究開発 

研 究 責 任 者 ： 西原 洋知（東北大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究開発では、グラフェンが持つ優れた導電性・化学安定性・構造柔軟性を活かし、産業応用に

耐えうる多孔質炭素材料「グラフェンメソスポンジ（GMS）」の社会実装に向けた研究開発を行った。

GMS を用いた電極材料は、燃料電池、リチウム硫黄電池、リチウムイオンキャパシタ、バイオセンサー

といった多様なデバイスへの応用が期待される。本課題では、産業界のニーズに応じた GMS の構造

制御法および用途別の構造最適化技術を確立し、エネルギー・環境・医療分野への波及効果が期待

される高性能材料基盤の構築を目的とした。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、グラフェンを主骨格とする多孔質炭素材料 GMS を社会実装するため、各種応用に適

した構造最適化と電極化技術の確立を進めた。燃料電池向けには触媒金属ナノ粒子との複合化によ

り高耐久触媒を実現し、リチウム硫黄電池用には GMS の前駆体であるカーボンメソスポンジによる高

容量・高安定正極電極を開発した。リチウムイオンキャパシタ用には柔軟で高導電な GMS 自立膜を設

計し、さらにバイオセンサー用途では金属溶出のない新規電極材料の実用性を実証した。また、GMS

の多機能性と加工性の高さを活かし、エネルギー・医療デバイス分野への展開可能性を明らかにし

た。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究で確立した GMS の合成・電極化技術は、燃料電池、二次電池、キャパシタ、センサーなど多

様な応用に展開可能である。現在、複数企業と連携して次段階の実証研究を進めており、一部は

NEDO プロジェクトへの移行も視野に入れている。今後は、材料の量産性や安定性評価を通じて実用

化を加速し、脱貴金属・高耐久・柔軟構造といった社会的ニーズに応える革新的デバイス基盤の構築

を目指す。 

 


